


















































2006 年時点では 273 件であったが、2013 年には 962 件と 7 年間の間で 3.5 倍にも激増して
いる。 
このような、施設内における介護職員による利用者に対しての虐待行為の増加が近年急
増しているのである。（図 1 参照） 
図１ 厚生労働省  
平成 25 年度 高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する調査結果 




















介護施設職員全体の年齢別人数構成を見ていくと、1 番人数が多いのは 30 代男性で
41.5％、次に40代女性の29.4％、3番目が50代女性の28.6％、4番目に20代男性の22.3％、
5番目に 30 代女性の 21％、6 番目に 40代男性の 20.5％と続く。（図 3 参照） 
図３ 介護労働安定センター 『 平成 25 年度 介護労働実態調査 』 
実際に虐待を行った介護施設職員の状況をデータをもとに分析していくと、虐待者の総
数からみて、30 歳未満が 26.5％で他の年齢層にかなりの差をつけて 1 番になっている。2
番目には 40～49 歳の 21.4％が続き、以下は 50～59歳の 20.9％、30～39 歳の 20.1％とな







プとなっており、以下 50 代女性の 29.7％、30 代男性の 27.9％と続いている。（図 4参照） 























表１ 厚生労働省  





















平成 25 年当時、QOL 推進部地域医療相談室長として院内に勤務している社会福祉士や精
神保健福祉士等に対して、ソーシャルワーカー業務における心構えについてスーパービジ
ョンを行っていた。 


































平成 25 年 6 月～平成 25 月 8 月（3ヶ月間）毎週１回 面談（合計 12回） 
















































⑤ 平成 25 年 7 月 第 1 週目 面談
7 月初めの面談は、少し重苦しい感じで始まった。しばらくは、今日の出来事や大変だ
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